





























































































































文学 || Tg || 8」）の解題である。
京都大学蔵『両朝三百首』は、抄物資料の一つ『中華若木詩抄』の一伝本であり、室町
時代後期～末頃に書写されたと推定される。『中華若木詩抄』は、室町時代の日本語史料
として早くから注目されてきたが、写本の影印は今回が初めてとなる（写本の翻刻、およ
び古活字版・整版本の影印が行われたことはある）。『両朝三百首』は上巻のみ存し、し
かも本文の一部が欠けているという欠点を有する。しかし、『中華若木詩抄』成立時から
さほど隔たらない頃の書写であり、かつ、上巻の写本が西荘文庫旧蔵本（新日本古典文学
大系底本）と本資料しか現存しないことから、高い価値をもつと言える。
『両朝三百首』と西荘文庫旧蔵『中華若木詩抄』とを比較すると、細かな点に関しても
類似するが、一方、古活字版・整版と対立することが多い（亀井孝編『語学資料としての
中華若木詩抄（校本）』(1977年、清文堂）の校異による）。
『両朝三百首』の漢詩に施された和訓・漢字音等の訓点は、寛永十年版本と比較すると、
簡略であるなど異なる点が多い。顕著なところでは、『両朝三百首』の「使・教」がシテ
～シムと再読するのに対して、寛永版本ではシテを補読して「使・教」がをシムとのみ訓
読する、という違いがある（西荘文庫本を翻刻した新日本古典文学大系の本文は、校注者
が訓点を新たに付しているので比較対象とすることができない）。
附章二では、鎌倉時代語資料である『却癈忘記』を調査したところ、「自分」「なんぞ
（副助詞）」「きらふ」の 3つの語について、従来の辞書の記述を改めるべき点を見出した。
『却癈忘記』は、高山寺の開祖・明恵房高弁（1173～ 1232）が生前語ったことがらを、
その没後の文暦二年（1235）以降、弟子の寂恵房長円（生没年未詳）が書きとどめたもの
である。
〈おのれ〉の意を表す「自分」の散文における初出を、従来の説に基づく室町時代（節
用集類）ではなく、『却癈忘記』に遡るべきだと考えた。次の用例である。「恐経年序廃
忘故、為自分記之。〈御詞上アケテ書之／私詞サケテ書之〉」（上 1 オ）従来、「自分」が
文献上初めて現れるのは平安時代の漢詩とされており、散文の例はさらに下って『文明本
節用集』や『温故知新書』などの室町時代の節用集類とされていた。『却癈忘記』の例は
散文であるから、『文明本節用集』を 200年ほど遡ることになる。
例示を表す副助詞「ナンゾ」の初出は、室町時代の抄物（『史記抄』）から『却癈忘記』
にまで遡ると考えた。「アフラサハクリシテハ紙カナンソニテカナラス手ヲノコヒテ文ヲ
サハクルヘキ也。」（上 2ウ）これも初出を 200年ほど遡ることになる。
マイナスの語感を伴わず、中立的に「選ぶ」意で用いられる「キラフ」は、従来、室町
時代の御伽草子『文正さうし』が最古例とされてきたが、『却癈忘記』にすでに見える。
「又惣テ師範ヲハ、能々先徳ヲキラヒテ、クワウリヤウニ左右ナク依府スヘカラス。」（上 9
ウ）これは初出を 200年以上遡ることになる。
